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あ
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れ
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葉
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史
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あ
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あ
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命
を
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て
第
三
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の
革
命
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す
る
な
ら
ば
今
次
の
革
命
は
實
に
第
四
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級
の
革
命
で
あ
る
。

.一
七
八
九
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の
乾
命
當
時
第

三
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級

の
懷
に
隱
れ
て
是

V
J

行
動
を
典
に
し
た
る
.第
四
階
級
は
今
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別
に
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ち
て
其
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を
社
會
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配
的
原
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三
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級
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貴
族
僧
侶
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代
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し
が
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ら
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級
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つ
て
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ん
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す
る
か
。
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の
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。
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は
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又
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。
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潘
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叫
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し
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階
級
の
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立
、階
級
の
軋
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叫
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て
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Il’一

箇
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就
て
觀
察
し
て
皆
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る
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第
一
は
圭
張
實
現
の
形
式
的
手

：

段
第
こ
は
勞
働
者
階
級
の
偷
理
的
意
義
而
し
て
第
三
は

勞
働
者
階
級

.の
國
家
觀
で
：ふる
。
第

.一

の
點
に
就
：て
、勞
働
者
階
級
の
特
色
は
普
通
直
接
選
擧

)

，

法
を
奥
求
す
る
點
に
あ
る
ビ
云
ふ
の
外
ラ
ッ
サ
ぐ
は
多
ぐ
を
云
つ
て
な
い
。

た
义
讀
考

i

之

狀
依
て
普
通
直
接
選
擧
の
主
張
は
決
し
て

「

公
開
答
狀

j

に
於
て
始
め
て
現
.は
れ
た
も
の
で
な
い 

~ 

事

?:
見
出

^

で
'あ
ら

5
0

第
ニ
の
點
に
澍
て
は
人
或
は
以
爲
く
祉
會
の
最
下
層
に
ぁ
る
勞
働
者
階
級
が
支
配
呰
級
と 

一一：

，

'
な

b

勞
働
者
階
級
の
原
理
が
祉
會
の
お

^

獻
が
^
な
る
な
ら
ば
其
は
遨
德
的
退
步
を
意
味
す

る
で
あ
ら

5 

併
乍
ら
之
は
偏
狹
の
見

*

る
を
免
れ
ぬ
。
蓋
し
此
點
に
就
て
勞
働
者
階
級 

は
自
佘
の
特
#
階
級
^
全
く
異
な
る
墙
過
に
居
る
の
で
あ
る
。
從
來
の
特

*

§2
«
は
常
に
排 

 ̂

他
獨
占
の
要
素
を
合
む
で
居
た
。
從
て
自
家
の
利
益
を
擁
議
し
又
之
を
上
進
せ
し
め
ん
が
爲

#

'

, 

... 

' 

■ 

• 
. 

’ 
濟

め
に
は
必

.ず
他
を
排
斥
し
て
其
獨
占
的
地
位
を
强
.固
に
し
な
け
れ

.

.ば
な
ら
ぬ
。

.
然
る
に
元
來 

文
明
の
進
步
は
常
に
上
層
踏
級
の
支
配
的
地
位
を
保
障
せ

.る
特
權
の
廢
止
、と
云
ふ
方
向
に
向 

ひ
.つ
、
あ
る
故
に
、從
て
特
權
階
級
は
常
に
文
明
の
進
步

II
對
し
て
は
原
則
上
敵
對
的
態
度
を

. 

取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
め
來
を
持
て
居
る
。
&
れ
ば
特
權
階
級
が
自
家
の
境
遇
を
改
善
せ
ん 

V
J

す
る
努
カ
は
必
然
的
に
利
己
主
義
な
る
背
徳

'に
導
く
の
で
あ
る
。

之
に
反
し
て
勞
働
，翁
階 

級

は

本
咪
何
等
の
排
他
»
占
の
要
素
を
含
ま
ざ
る
を
以
て
自
家
の
地
位
を
高
め
ん

S

ず
る
努 

力
は
決
し
て
利
己
主
義
に
陷
る
の

®

れ
な
ぐ
、

«

て
常
に
全

'國
民
の
發

M
、理
想
の
勝
利
、文
化
の 

進
步
自
由
の
發
達

V
J
1

致
す
可
さ
も
の
で
あ
る
。
固
ょ
り
下
層
階
級
に
於
て
も
全
く
利
己
主 

_

な
し
と
云
ふ
こ

V
J

は
出
來
な
い
。
併
乍
ら
.此
場
合
の
利
己
主
義
は
個
人
の
欠
陷
か
ら
生
れ 

る
.の
：で
決
し
て
階

.級
其
者

^

必
.然
伴
ふ
欠
陷

.で
は
な

V

の
で
あ
る
。
此
點
に
於
て
第
四
階
級 

は
他
の
特
權
階
級

V
J

境
遇
を
異
に
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

3

れ
ば
ラ

.
ッ
サ
水
續
け
て
日
ふ

r

是 

れ
實
に
吾

?ft
が
何
故
に
第
四
階
級
支
配
の
時
を
以
て
道
德
文
化
學
間
が
未
曾
有
の
碰
觀
を
呈 

す
可
き
時
代

^

ぅA
3

な
す
か
の
理
由
で

.あ
る

^0
。 

•

第

Ui 

Q

點
に
關
し

て
ラ

ッ
ナ
火
は
其
生

.涯
を

' 通

じ
て

諭
ら
ざ
る
國
家
崇
拜

(
s
t
a
l
l
s
)

の

第
十1

锻

(

一
〇
四
五

〕

論

0

フ
エ
か
デ
チ
ソ
ド
*ヲ
ッ
サ
ル
と
獨
逸
勞
働
济
第
八
號
瓦
七



笫
十一

卷

(

ー0
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0

論

說

フ

H

‘
デナン

-ド
令
ラ
ツ
サ
か
と
獨
進
勢
做
省
奶

八
！！

3L
A

立
場
を
明
に
す

^
。，
以
爲
く
第
四
階
級
は
第

r

二
階
級
ビ
全
く
其
國
家
觀
を
興
に
す
る
。

第
|11 

階
級
の
國
家
觀
は
自
由
放
任
主
義

&
,あ
る
。

..

國
.家
の
任
務
は
個
人
の
人
格
的
自

_

ビ.其
财
產 

と

'^
保
譴
す

-
4 >:J: V

J

に

.0
:み
存
す
，

ビ
f

る
姐
想
で
あ
多

C

、此
國
家
_

を
名
け
て
ラ
ッ
少
ル
は 

「

夜
.瞥
說
；r N

仙ch
t

:l:<:hteridee, 

VJ,

呼
ん
で
居
る

o

蓋

-L
以
爲
ら

く

第
三
階
級
の
觀
る
所
に
從
へ
.ば 

國
家
は

^

を
防
ぐ

L
事
：に
の
み
其
存
在
の

.
理
由
を
有
し
若
し
之
：な
く
ん
ば
國
家
は
無
用
な
ぅ 

ぢ
云
ぷ
に
歸
着
す
る

.か
右
で
あ
る
。
思
ふ
に

.各

.個
人
の
能
力
相
均
し
き
も
の
ビ
す

IX
ば
吾
冷 

は
差
支
®
く
此
國
家
觀
を
承
認
す

る
こ

と
が
出
來
る
で
あ
ら
ぅ

0
，併
乍
ら

事

實
に
於
て
個
人 

の
能
力
は
平
等

s

-V
C

從
て
第
三
階

/、の
國
家
觀
を
承

0

す
る
は
弱
肉
强
食
の
慘
狀
を
是 

E

す
る
の
結
果
に
陷
る

' の
で

.あ

る
o

今
第

0
階
級
の
國
家
雜
は

' 全

く

之
と
異
な

る
。

「

抑
も

«
 

史
は
之
を
袈
す
る

^

^
間
の
：自
然
や
、困
猫
や
、無

.知
'や
貧

® '
や
紀
か

R F
ぎ
す
る
闘

#
、1

言
に
し

. 

て
云
へ

.
ば
有
ゆ
る
不
自
由
に
，對
す
る
圃
爭
の
經
過
に
外
な
ら

.ぬ‘。ヾ
漸
次
此
の
無
力
の
状
海
を 

克
服
す
る

.こV
J

、是
れ
即
ち

*

史
が
，吾
人
に
示
す
所
の
自
由
の
發
展
で

.あ
る
。」

然
る
に
此
闘
淨 

は
輩
獨
な
る
個

人 

r

の
能
く
し
得
る
所
で
な
い
。
然
ら
ば
如
何
に
す
可
き
か
。

ラ
ツ
サ
ル
は

ft 

處
に
人
颧
め
文
化

0

對
す
る
國
家
の

.職
貴
を
、發
見

' す
る
。
故

R

日
く

「

國
家
の
目
的
は
人
類
を

し：て

»

r

_
"
發
展
•間
斷
な
き

®

步
を
遂
げ
し
め
る
事

^

あ
る
。
別
の
語
を
以
ヅ
云
へ
ば
、人
類 

の
使
命
即
ち
文
化
を
實
現
；せ
し
め
る
爭
風
に
換
言
ず
れ
ば
自
由
，に
向
て
人
類
を
敎
化
し
發

«
 

せ
し
，5

るi

の

1

事
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
勞
働
蒋
踏
級
は
元
來
窮
囷
無
援
の
地
位
に 

あ
る
を
以
て
國
家
の
伍
務
は
個
人
を
肋
け
て
其
軍
獨
に
能
く
せ
ざ
る
所
の
發
展
を
遂
げ
し
む 

6

に
在
る

^

云
ふ
道
理
を
强
き
本
能
に
依

^

直
覺
す
る
の
で
あ
る
。

却
說

r
.
A四
八
年
を
以
て
始
囔
を
新
し
き
時
代
の
.責
任
は
此
國
家
的
理
想
を
實
现
す
る
事 

'に
あ
る
。
而
し

^

吾
々
呔
宛
も
此
時
に
生
れ

•此
の

.光
榮
あ
る
歴
史
的
事
業
に
參
加
し
#
る
事 

^

深
く
慶

M

し
な
け

=
れ
：ば
、な

&

ぬ
_
。— 

#
事
業
•を
行
ふ
可
き
も
の
は
勞
：働
考
階
級
で
あ
る
、勞
働 

者
_諸
君
、「

請
君
は
實
に
今
日
の
殿
堂
が
其
土
に
建
立

3

る
可
き
盤
石
で
あ
る
。

」
r

幸
に
し
て
今

m 

聽
衆
の
中
に
ー

1w

の
人
あ

6

て
吾
輩
能
く
其
人
の

k

想
に
點
火
す
る
こ
と
を
得
，た
な
ら
ば
此 

_

演
は
：善
ぐ
酬
ひ
ら
れ

*
:
.ぅ
七
云
：ふ「

.可
き

'で
_あ

る

。

」

斯

く

述

ベ

，來

o

て
ラ
ツ
サ
ル
は
漸
く
己 

れ
が
雄
辯
の
魅
力

.を
自
覺
し

o

、
聲
を
改
め
て
日
ふ
，

「

諸
君
、學
問
の
山
頂
に
立
つ
も
の
は
渾
沌 

た
る
日
常
生
活
に
沒
頭
す
る
：も
の
ょ
办
吒
早
く
新
し

S

日
0

曙
光
を
：.見る
。

」

；

、

『

諸
.：君
は

.曾
‘て

へ

高

山

の

.頂

に
a ：
ち
て
日
の
出

'を
眺

'め
キ
る
，こ

i
.
* 
A

y
 

$

地
•卒
線
に
接
す
る
紫

第
十
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一
〇
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ナ
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a
〇
四
八

〕

餘

說

フ

h

が
デ
ナ
ン
ド

*ヲ
ッ
サ

V
と
獨
逸
勞
働
游
第
八
號
六
〇

没

空

：
味

新

：
し‘
&
光
：
を

吿

：げ

知

「

&

せ

つ

>

雨
く

&

味
を
帶
び
て
麥
る
。
霧
と
雲
と
は
塊
を
成
し 

て
曙
光
ぉ
迎
へ

、
.一
瞬
時
其
光
&
の
放
射
を
妨
げ

4

併
し
乍
ら
地
上
‘の
如
何
な
る
力
も
徐
 々

と
し
て
而
か
も
举
嚴
な

.る
太
陽
の
出
現
も
の

*

を
妨
げ
：る
乙
と
は
出
來
な
い
。

1

時
間
の
後 

其
太
陽
.は
全
世
界

'
-を

照

，
ら

し

、
又

全#

界

を

暖

め

つ
>

高

く
‘中

天
.
^
'懸
'つ
て
居
る
，の
で
あ

‘る
。

/

.日
々
自
然
の
現
象

U

要
す
る

「

時
間
は
實
に
觅
に
遙
か

'に
雄
大
な
る
世
界
史

.上
の

W

之
出 

^

於
け
：る.ニ
十
年
三
十
年
に
當
各
の
.であ
る
。

」

：

「

勞「

働
者
綱

.領」

の
.要
.旨
は
之
で
盡
き
て
居
る
。

1

ラ
ッ

.サ
ダ
全
藥
、第
二
卷

.第
九

—

.五
〇
寅

)

i 

:
六 

,

..

少
し
く
社
會
主
義
の
文
献
に
通
ず
る
も
の
は
容
易
に
心
着
ぐ
で
あ

6

ラ
o

「

罾
働
翁
銅
領

」

に 

■於
け
る
ラ
ッ
サ

y
の
' 立
場
は
實
に

r

共
產
黨
宣
言

」

へI

八

四

八
年

)

に
於
け

る

力

ァ

火

マ
火
ク
ス
ビ 

同
じ
立
場
で
あ
る
0
兩
者
に
取
り
て
共
に
歷
史
は
階
級
箏
鬪
苦
く
は
階
級
支
配
の
歷
史
で
あ 

る
？
而
し
ゼ
現
在
祉
會
に
於
て
相
領
闘
す
る
所
の
階
級
は
，市
民
氣
級
ビ
勞
働

*

階
級
な
る
， 

而
し
勞
働
潜
階
級
は
今
や
將
に
過
去
.に
於
て
市
民
階
級
が
動
め
た
る
同
じ
役
目
を
演

じ

、市

K 

階
級
が
封
建
制
，度

.を

«

へ
し
た
る

V」

同
様
に
市
民

.階
級
ビ
從

V

同
時
に
市
民
階
級
を
支
配

#

と
ず
る
今
日
の
社
會
を
破
墩
し
て
新
し
き
社
會
を
建
設
す
可
き
革
命
的
使
命
を
擔
へ
る
己
と
、
 

而
し
て
又
勞

« '
潘
階
級
な

5,
も
の
は
社
會
の
最
後
の
階
級
に
し
て
、自
ら
ブ
,
ジ
ョ
ヮ
ジ
ィ
の 

0

制
ょ

-

C
S

脫
せ
ん
が

.爲

於

に
は

0

 

$
ブ
ダ
ジ
ョ
ヮ
の
支
配
を
覆
へ
す
の
み
な
ら
ず
同
咭
に
另 

久
的
に

.
1切
の
階
級
腿
制

■
切
の
階
級
爭
圖
を
根
絕
す
る
の
擧
に
出
で
ざ
る
可
ら
ざ
る

乙
ビ 

を
'主
張
す
る
點
に
於

V

ラ，ツ
サ
ル
は
マ
ダ
ク
ス

VJ

一
全
然
同
じ
立
場
に
立
つ
て
居
る
の
で
あ
る
、
 

.

ラ
ツ
サ
ル
ビ
マ
ル
ク
ス
ヾ

」

の
交
際
は
何
晚
頃
か
ら
始
ま
つ
た
か

*'
者
は
之
を
詳
に
し
な

V 

(

一
八
四
八
年
騷
癒
に
際
し
、ラ
グ

.

.サ
ル
が
マ
火
ク
ス
の
新

.萊
因
新
聞
忙
寄
稿
し

1:
革
命
運
動
に 

鳏
拔
し
た

»

は
魴
に
前
に
述
べ
た
。

)

^

3

3客
0ぎ
品
に
依
て
公
に
さ
れ

/2
マ
ダ

ク

ス、工
ン
ゲ
ダ 

ス
宛
ラ
ツ
サ
ル
の
書
簡
集
は
一
八
四
九
年
一
一
月
.一一
十
八
日
附
の
も
の
を
以
て
始
咬
つ
て
居
る 

併
し
乍
ら
ニ
人
間
の
文

a

は
.
.是
れ
以
前
に
始
ま

.
つ
七
.居
た
事
は
旣
に
此
書
館
に
依
て
も
明
か 

で
あ
る
。
而
し
て
文
通
は
一
八
六
ニ
年

K

?
ツ
サ
，
が
偸
敦
に
マ
ル
ク
ス
を
訪
ね
*
時
を
以 

て
終
つ

.て
居
る
。：

.
是
等
書
簡
の
內
容
に
由
て
吾
々
は
マ

.
ル
タ
ス
と
ラ
ツ
サ
ル
マ

J

の
交
陪
ヵ
可 

な
り
親
密
な
も
の
だ

' 
つ
た
事
を
知
る
事

^

出
來
る
。

(

マ
が
ク
ス
の
ラ

.
ツ
t

火
に
對
し
て
祭
何 

の
.感
情

^

抱
い
て
居
た
か
は
明
か

P

な
い
。

マ
火
ク
ス
が
興

'.

ラ，ツ'サ
ル
の
消
息
に
答
へ
な

能
ド
一
卷

(
1

D

四九

)

論就
フエ

^

デ
ナ
ン
ド
_

ヴ
ク
サ
ル
と
獨
逸
.勞

働

港

m

八

號

A

1

一’’、



.第
十
}
卷、

(
1
§

Q
)

論
'

説

フ

H

シデ
.ナ
x

r
.ヲ
少
サ
ル
と
獨
逸
勞
働
考
第
八
號
六
二

か
：0'
た
爲
办
，

ッ
允
火
を
し
で
錄
慮
、せ
し
め
不
愧
な
ら
じ
冷
た
：：事
實
は
後
：者

0

眷
節
ば
由
て 

窺

ふ

2:
と
が
出
來

6.
の
で
'
あ
る

0)

,
同
じ
ぐ
此
文
通
：に
：依
て
ラ
ッ
ナ
ル

.
が
常
に
マ
ル
ク
ス
に

a 

事
し
、學
問
上
就
中
經
濟
學
上
の
問
題
に
就
て
は
特
に
其
說
に
傾
聽
し
た
事
は
明
か
で
あ
る
。

ラ
ッ
サ
，
は
書
中
屢

-
マ

,

ク

ス
の
著
作

(F

哲
學
の
貧

.困
，」

及
び

M

濟
學
批
評

)

に
言
及
し

^

i c

對
し 

て
'讃
嘆
の

®.
を
呈
す
る
ど
：趼
晞
に
更
に
思
を
潜
め
て
之
を
熟
讀
玩
.
す
可
き
事
を
約
束
し
て 

届
る
の
で
あ
る
。

-;
'
'

(

書
簡
第
九
、第
六

.ニ、及
第
七

|
:、參
看

)

而
し
て
別
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
が

r

共
產
黨
宣 

言
基
譁
の
序
文
中
に
明
記
す
る
所
に
從
へ
ば
ラ
ッ
サ
ダ

^

個
人
ミ
し
て
マ
ル
ク
ス
、工
ン
ゲ
レ 

ス
に

.

1
る
的
に
は
常
に
自
ら
マ
グ
ダ
ス
の
弟
予
た
る
こ
と
を
承
認
し
て
居

/
a
の
で
あ
る
。

今
自
分
か
是
等
の
事

®

を
玆
に
擧
爽
す
る

0-
は「

勞
働
«
綱
領

^

對

す

る

マ
ル
ク
ス
殊
に
其 

「

共
•
.産
.黨
宣
言

」

の
影

*'
1

.を
明

.に

.じ
度
：ぃ
ビ
思
ふ
か

&

で
あ
る
。
併
乍
ら
之
を
爲
す
爲
め
に
避
等 

の
^

部
的
事
實
を
擧
示
す
る

.
の
は
實
は
無
用
な
の
で
あ
る
。

「
「

共
產
黨
宣
言

」

I

働
潘
綱
領

」

と 

の
關
係
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、是
雨
者
を
取
て
直
接
に
相
比
較
す
る
の
が
最
も

節
單
の
方
法
な

の
で

3

る

4

こ
で
此
機
會
に
於
て
社
會
虫
義
文
書
中

’
最
大
の

*-
典

/e
る「

共
產
黨
宣
言

」

に
就 

て
少
し
く
記
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

|

!

,
 

' 

' 

' 

W

' 

.

.

.

 

'
 

_ 

. 

■ .
1

:;
ぃ

.

一
.

.
七

.

.

.

.

.

'

'

1
;
.

 

• 

. 

. 

|

，

『

共
產
黨
宣
言

」
Manifest 

der k
o
i
u
n
i
s
t
i
s
c
h
e
n

 

p
s

a

は
一

.
八
四
八
年

1

展
共

產
主
義

同
w」

w
§
pu 

der 

K
o
m
m
u
n
i
s
t
e
n

の
.爲
め
に
ヵ
，ァ
ぐ
マ
ル
ク
ス
及
び
ス
ソ
ィ
ド
ジ
ヒ
。エ
ン
ゲ
ダ
ス
の
二
人
に

®

て
獨
逸
詔
を
以
て
起
寧
せ
ら
れ

た
。

併
乍
其
核
心
を
な
す
提
案
が
マ

W

ク
ス
ょ
ぅ
出
で
た
る 

乙

迄
は
工

y,
ゲハ
パ

ス
自
ら
の
明
言
す
る
所
で
あ

5:
0

其
內
容
は
小
引
を
除
い
て
ハ
ー
芾
紀
と
か 

働
奪

£

)

勞
#

砻
と
共
產
主
義

«(

三)

社
會
主
義
的
及
び
共
産
主
義
的
文
書
及
び

(

四
茬
野

諸
黨
派 

に
對
す
る

.共
產
黨
の
地
位
の
四
小
節
に
分
た
れ
て
居
る
。
右
の
中
最
も
重
要
の
部
分
は
第
一 

節
に
含

^

れ
て

.居
る
。；
自
分
が
取
七

「

勞
働
者
綱
領

」

ビ
比
較
し
や
ぅ
と
す
る
の
も
亦
此
部
分
に 

外
な
ら

g
o
.
ハ

.マ
ダ
ク
ス
筆
を
起
し

v

日
く
、「

一
切
社
會

0.
歷
敗
は
喈
級

'爭
鬪
の
歷
史
也

」

。
希
臘
の
自

s

民 

と
奴
隸
、羅
岸
の
貴
族
ヾ

」

平
民
、巾
世
の
領
虫
ヾ

」

隸
農
、ヰ
エ
槳
親
方

S

職
入
、一
言
に
し
て
去
ベ
ば 

腿
制

*

5
-«
腿
制
潜
と
は
常
に

#

闘
.を
繼
續
し
て
來
た
。

.

而
し
て
其
爭
鬪
の
結
朵
は
社
會
の 

革
命
的

.，改
造
に
終
る
が
、或
は
爭
闘
者
双
方
の
破
滅
に
終
る
か
の
何
れ
か

' で
あ
る
。

.
封
建
»
會 

ゆ
廢
墟
ょ

^

起
れ

か
今
日

.の

.

威

.社
會
藝
本

.、̂
J

_tl
:
:寶
に
於
‘で
も
階

*

#
画
は
依
然
と
し
で

•節
十
ー
卷

(
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ェ
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デ
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务
1;
1

%〈

|
〇
3£
ニ)

f̂
;
: 

■
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說，

フ
 

H
.
.
>v
デ
*
:ン
ド
，ヲ
^
.サ
シ
と
獨
逸
.勞働者

.

^
-v
.
t
: 

h
、r
r
;

行
は
れ
て
居
る
。

‘

た

C

今
日
の
階
級
爭

H

は
形
ち

^

極
め
て
單
簡
明
瞭
な
，る
を
以
て
其
特
色 

メ
す
る
。

.
今
日
，の
社
會
は
相
闘
.ふ
.ニ
大
階
級
相
對
立
す
る
ニ
個
の
障
營
に
分
れ
て

g

る
。
市 

民

V
U勞
働
者
と
が
即
ち
是
で
あ
る
。

.

市
民
階
級
の
第

'1

の
萠
芽
は
素
と
隸
農
ょ
ぅ
起
れ
る

.中

世

の

所

謂

特

許

市

民

d

 

bur- 

g
h
e
r
s

に
求
め
る
こ

V
J

が
出
來
る
。
而
し
て
市
■民
階
級
を
し
て
大
發
展
を
遂
ぐ
る
を
得
せ
し
め 

,
た
る
も
の
は
亜
米
刺
加
の
發
見
、喜
望
峯
の
廻
航
に
續
く
市
場
の
大
«
張
及
び
交
通
商
業
の
大 

發
達
で
あ
つ
た
。

工
業
上
の
封
建
制
度
即
ち
ギ
ル
ド
手
工
業
は
最
早
新
し
き
大
市
場
の
-需
嬰 

に
應
ず
る
に
足
々
な
い

0

を
こ
で
手
工
業
に
代
て

「

マ'
ヌ
フ
ァ
ク
ッ
ァ

j

制
度

(

機
械
を
用

a

ざ
る 

H

場
制
度

)

が
起
つ

*

?
併
乍
ら
.マ
ヌ
フ
ァ
ク
ッ
ァ
の
制
度
も
亦
絕
え
ず
猶
進
し
て
止
ま
ざ
る 

新
市
場

Q

 

5

 

充̂

た
す

S

 

M

 

4

ぃ
。
此
時

k

當

5

 

2

關
並
に
大
•機
械
の
發
明
ま 

生
産
方
法
を

」

變
せ
し
め
た
。
そ
こ
で
マ
ヌ
フ
ろ
ク
ッ
ァ
に
代
て

〔

近
* "
、大、エ
、業
な
る
互
、
メ 

出
現
し
た

.0
此
大
工
業
の
支
配
者
は

.即
ち

.
近
世
の
薇

(

，資
本
家

)

で
あ
る
。
而
し
て
近
世
市
民 

S

達
並

£

資
本

.の
M

大
ビ
共

^

中
世
ょ
ぅ
殘
零
る
他

s

 

s

 

S
次
_
臺
背
景
の 

後
ろ
に
普
孟
て
行
く
の
で
あ
る
。

「

故
に
見
る
可
し
、近
世
の
市

5

者
は
實

S

年
月
の

發
達
の
所
產
に
し
て
、生
産
交
換
の
方
法
に

M

け
る
幾
多
革
命
の

M

泉
と
し
て
生
れ
來
れ

•る
i

 

の
な
る
こ
と
を
ノ
而
し
て
市
民
階
級
は
發
達
の
；步

一

步
每
に
其
政
治
上
の
地
位
を
高
め
、

a

®
 

H

業
及
び
世
界
市
場
の
建
課
せ
ら

•れ
て
ょ
遂
に
瓦
世
代
_
國
家
に
於
け
る
政
權
を
擧
げ
て 

手
'中
に
獨
占
す
る
に
至
つ
た
。
近
世
國
家
の
政
府
な
る

i

の
は
要
す
る

.に

.全
市
民
階
級
の
共 

通
事
務
を
處
理
す
る
一
委
員
會
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

」

然
ら
ば
此
市
民
階
級
の
將

.來

.は
如
何
。

マ
ル
ク
ス
は
生
產
交

'換
手
段
の
發
達
の
結
果

V
J

し 

V

必
然
的
，に
封
建
制
度
が
市
民
際
級
に
依
て
覆
へ

さ

れ
、
M

に
同

.
一
原
因
.に
依
て
市
民
階
級
が 

勞
働
者
：階
級
に
依
て

«
植
せ
ら
る
可
き

. ®
法

?:
說
明
し
て
日
ふ
。

抑

も

IF
民
隞
級
の

*

■

を 

な
せ
る

■生
產
紙
に
：交
換
手
段
は
诳
に
封
建

»

會
に
於
て

*

芽
を
發
し
た
も
の
で
あ
る
。
然
る 

に
此
生
產
'交
換
手
段
が
發
達
し
て
或
階
段
に
導
す
る
ヾ

」

封
，建
社
會
の
生
產
及
び
交
換
條
件
、即 

ち
座

H

業
の

'封
建

.的
組
織
、

一
.

言
に
し
て
云
へ

.
ば
財
辑
の
封
雖

'的
侧
係
と
旣
に
發
達
.せ
る
生
産 

力
-と
が
相
適
合
し
な
く
，な
つ
て
來
，る

.0
財
產
關
係
が
發
燦
せ
る
生
産
力
の
障
寄
物
と
な
る
の 

.で
あ
る
。
そ
こ
，で
彼
等
は
當
然
破
裂
し
な

.け

..れ
ば
な
ら
な
く
な
\
而
し
て
遂
に
破
裂
し
た
の 

で
あ

.る」

.斯
く
の
如
く
に
し
て
：資

.本
主
義

■の
.社會
：

.は

.生
れ
，た
。

_
然
る

.
に「

同
、

欉
，

の
運
動
は
今
再
び

:
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き
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へ
謂
ハ
ゾ
ぱ
眶

，各十

.

.

一

命

(

.
l
o
T
a

)

，
論
'
,
.說
.
.：.
.
.フ_エル
f
;ナ
■シ
.ド
*
!

n

ッ
.サル
i
獨逸..

勞働
#
.

. 

_ 

.
’
.

够八
^

J、.、、
菩
人
の
目
前
に
於
て
行
は
れ

f

あ
る

-0
t

本

主

義

の

ー

下

に

歡

て

，
參

達

^
:る
絕
.大
な
る
生
靡 

力
は
を
の
餘

$

に
發
逄
せ
る
が
爲
め
に
再
び
®
本
主
義
的
財
產
關
係
に
適
合
し
な
く
な
く
な 

っ：た
の
で
あ
る
。
其
狀
は
宛
も
呢
文
を
以
て
魑
魅
魍
魎
を
喚
び
起
こ
し
た
る
魔
術
師
が
之
を 

制
御
す
る
力
を
失
つ
て
爲
す
所
を
知
ら
ざ
る
に
も
譬
へ
る
こ
と
が
出
來
る
。
最
近
數
十
年
間 

の
商
エ
業
史
は
實
に
近
世
の
生
産
力
が
、市
民
階
級
の

'
存
在
並

.に
其
專
制
の
要
#
た
る
今
日
の 

划
產
關
係
に
對

•し
て
叛
逆
を
試
み
つ
、
あ
る
の
歴
史
に

.
外
な
ら
ぬ
。
此
理
を
說
明
す
る
爲
め 

に
は
彼
の

.商
業
的
恐

®

が
定
期
的
に
襲
來
す
る
の
一
事
を
擧
ぐ
れ
ば
充
分
で
あ
ら
ぅ

C

今
日 

の
I:
會
丨
方
て
は

®

ど
®

?:
定
め
て
恐

.條
が
襲
來

■し
、其
度
每
に

.莫
大
な
.る
生
産
物
並
に
生
齑 

力〗

破
1

3
れ
る

°

而
し
て
其
原
因
は
何

|

と
云
へ
ば
生
産
過
剰
で

t

c

別
の
語
を
以 

て：云
へ

'は「

文
设
の
過

.剩
生
摩
資
料
の
過
剩
、工
業
の
過
刺
而
し
て
商
業
の
過
剩

」

で
あ
る
。

社
會 

の
.娘
下
に
沿
る
可
念
生
產
カ
は
最
早
や
資
本
，主

_義
的
财
產
關
係

.の
發
達
を
助
け
ず
し
て
、却
て 

此
财
產
關
係

.に
對
し
て
餘

P

に
有
力

.に
な
と
其
拘
束
を
窮
屈
ど
感
ず
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
 

r

て
^

生
.逢
ブ
か
：

一

度
現
在
財
產
關
係
の
制

.限

?:
超
過
す
る
や
、市

M

ft
會
全
體
は
爲
め
に 

浞
飢
に
陷

5
、財
產
制
度
の
存
在
は
之
が
爲
め
に
危
ふ
せ
ら
れ
る
。
要
す
る
に
市

k

社
會
の
條

件
は
餘

A

R
狹
隘
に
し
て
今
日
の
生
產
力
を
以
て
造
ら
れ
た
る
富
の
全
部
を
包
容
す
る
こ
と 

ヵ
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
へ
而
し
て

/ ■
,

.

ブ

ヨ
ヮ
ジ
ィ
は
此
恐

«

に
對
し
、ー
方
に
於
て
は
生
產 

力
.の

一

部
分
を
破
壤
し
、他
方
に
於
て
は
新
市
場
を
征
服
し
若
し
く
は
一
層
完
全
に
.舊
市
場
を 

ぁ
*

す
る
こ
と
に
依

V
.

之
を
防
逷
せ
ん
ビ
す
る
。
言
を
換
へ
て
云
へ
ば

1ft
來

|

層
廣

k

に
且 

つ
一
.
層
恐
る
可
き
恐

«

を
招
致
し
、又
將
來
に
於
け
る
恐
慌

0

0

の
手
段
を
減
却
せ
し
む
る
が 

炎
き
方
沒
に
依
て
現
在

0

恐
«

を
免
れ
ん
ビ
す
る
の
で
あ
る
。

.
さ
れ
ば

『

市
民
階
級
が
嘗
て

0

 

建
，如
度

.を
破
辟

.す
る
に
當

\し
用
ひ

*

る
武
器
は
今
や
市
民
階
級
自
ら
に
向
け
ら
る
、
に
至
つ 

A

の

で

あ

る

。

」
「

然

る

に
♦フ
ル
ジ
ヨ
フ
ジ
ィ
は

»

ぅ
己
れ
自
ら
を
殺
す
可
§
兇
器
を
鑄
た
る
の 

み
な
ら
ず
同

|1
5

に
又
其
兇
器
を
撣
ふ
可
き
人
間
を
作

6

出
し
た
。
.近
世
勞
働
者
階
級
即
ち
ブ

口
レ
タ
リ
ヤ
は
是
で
あ
る

0」

‘

多

. #

.
者
K

級
は
市
民
階
級
用
ち
資
本
が
發
達
す
る
に
從
ひ
之

V」

比
例
し
て
發
§
し
て
來
た
っ 

利
も
勞
働
遨
階
級
な
る
も
の
は
仕
事
を
見
出
し
得
る
限
り
に
於
て
の
み
生
#
し
得
る
も
の
で 

あ〜

'
オ

I

て
欠
汩
事
は
彼
等
の
勞
働
が
資
本
を
增

»

す
る
限

'り
に
於
て
の
み
之
を

i L

出
す
事 

の
出
來
る

も

の
で

^

る
。
其
身
を
切
賣
し
，な
け
れ
ば
な
ら

g

勞
働
'者
は
實
に
ー
制
の
貨
物
こ

卷
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說
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六
べ

過
ぎ
ず
し
て
他
の

•商
品

V
Jln
J

じ
く
、競
箏
場
裡

<の
變

®

市
場
の

_

搖
に

®

3
る
、
の
運
命
を
免 

.れ
る

.乙
と
が
出
來
な
い
も
の
で
あ
る
。

然
る
に
凡
べ
て
商
品
の
價
値
從

.て
又
勞
働
の

®
:

M

は 

其
生
産

*

に
依
て
定

.
'ま
る
。
今
近

.世
勞
働
者
の

.

.勞
働
.は
機
械
の
發
途
ビ
分
業
と
の
爲
め
に
全 

ぐ
摘
人
性
と
從
て
又
勞
働

.の
興
味
と
を
失
ひ
、其
爲
す
可
き
所
は
最
も

•容
易
に
習
得
し
可
§
單 

純
單
調
の
部
分
的
作
業
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
從
て
斯
の
如
き
勞
働
*
を
生
產
す
る
の
费 

用
は
自
己
の
生
存
の
爲

.め
及
び
種
族
の
傳
播
の
爲

■め
に
耍
せ
ら
る
、
生
活
資
料
を
以
て
足
る 

の
道
理
で
あ

.る
？
從
て
、作
業
愈
，單
調
に
し
.て
勞
働
益
ボ
快
ビ
な
る
に
伴
つ
て
賃
銀
は
次
第
に 

減
少
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。

而
し
て
是
等
勞
働
者
は
大
工
場
に
集
め
ら
れ
®
隊 

的
組
織

.の
下
に
毎

.時
每
日

.機
槭
の
嘴
め
に
、職
エ
長
の
爲
め
に
其
又
雁
主
の
爲
め
•に
驭
隸
ビ
し 

て
驅
使

3

れ
る
。
而
し
て
此
歷
制
の

.目
的
が
一
に
營
利
に
あ
る
の
事
實
が

'明
.白
ビ
な
る
に
從 

ひ，勞
働

^

の
之
に
對
す
る
不
快
僧
惡
怨
恨
は
益

i
甚
し

&

を
加
へ
る
の

‘
で
あ
る
。

一
方
,
勢
卿 

卷
は
他
の
社
會
階
溆
ょ

.り
絕

.え

.ず
補
充

5:
受
け
る
。
蓋
し
中
等
階
級
の
下
層
に

1 

土る
、ト 

手
：工
業
激
及
び

W

農
等
は
或
は
大

«

本
家
ビ
の
競
爭
の
爲
め
に
壓
倒
せ
ら
れ
、又
或
は
.生
產
技 

術
に
革
命
あ
う
し
に
由

.て
彼
等
が

'習
得
せ
る
祺
門
技
術
が
不
用
に
.歸
し
左
る
爲
め
可
れ
も
勞

働
者
階
級
に
沒
落
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
？

11
勞
働
溝
階
級
は
其
發
生
す
る
や
直
ち
に
市
说
階
級
と
衝
突
の
诚
を
關
く
。
其
#
突
は
始
め 

^

0

目
阶
偶
發
的
個
人

的
地

方
的
で

.あ
る
が

£

業
發
達
す
る
と
共
に
勞
働
者
は
管
に
其
數
に 

於
，y

增
加
す
る
許
ぅ
で
：な
く

"同
時
に
漸
次
集
中
し
て
大
集
團

?:
な
し
其
勢
力
は
增
加
し
且
つ 

1

0

其
#

カ

5:
自
覺
す
る
に
圭
る
。

」

一
方
機
械
の
發
達

.の
爲
め
に
勞
働
の

-
差
別
は
.漱
く
消
ま 

し
，殆
ど
到
處
に
於
て
賃
銀
は
同
じ
低
率
に
ま
で
引
下
げ
ら
れ
、之

V
J

同
時
に
勞
働
著
階
級
內
に 

於
け
る
各
種
の
利

«

各
_

の
ま
活
狀
態
は

.漸
次
平
等
に
近
づ
い
て
來
る
。
同
時
に
.資
本
家
間 

の
篛
爭
從
て
其
結
*
た
る
豳

«

徼
烈
と
な
る
、に
連
れ
、罾
働
渚
の
賃
銀
は
益

-
動
搖

.し
、又
間
斷
な 

き
機
械
の
進
步
の
爲
め
に
勞
働
莕
の
生
活
は

-

不
安
と
な
つ
て
來
る
。
玆
に
於
て
か
®
令 

の
勞
働
渚
ビ
個
冷
の
市
民
と
の
衝
突
は
漸
く
階
級

V
J

階
級
と
の
衝
突
の
性
質
を
帶
び
て
來
る 

の
で
あ
る
。

」

を
こ
で
勞
働
者
は
園
結
を
作
つ
て
市
民
に

.對
抗
す
る
、そ
の
圓
結
は
同
じ
く
近
世 

エ
業
-の
產
物
た
る
交
通
機
關
の
發
達
に
依
て
速
か
に
全
國
に
普
及
せ
し
め
ら

.れ
、
M

に
全
國

.的 

な
る
一
夫
階
：級

‘
#
|1
は
成
立
す

.る
の
で
あ
，る

。

•

，■然
，ら
ば
勞
働
潘
ビ
市
民
階
級
ビ
の
爭

_

の
結
果
は
如
何
？
、思
ふ
に
凡
て
‘從
來
の
階
級
が
支
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f
〇五八
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論

説

フ

H

务
ナ

V

ト。ヲツサ

T

獨

象

働

潘

笫

八

淡

j

I, 

• 

I

f

篇

U

2

る
所
は

S

S

I

家

s

i

?

服

f

し
め
、之

$

一
 

て
2

の
地

f

 

2

す
る
ぅ

」

で
あ
つ
た
ァ
然
る
に
元
來
勞
働

■

級
は
保
獲
し

l

t i 

一

.

.

可
さ
何
物

t

持

S

な
い
。
從
て
彼
等
は
現
潔
掠
奪
法
を

.廢
止
す
？

同
時
こ

=

3 1 

 ̂

霧

I

止
す
る

J

に
依
て
の
み
、祉
會
の
生
產
力
を
支
配
す
る
こ
ど
が
出
來
る
の
で

I
I

。

” 

▲

J f
i

M

使
命
は
有
ゆ
る
個
人

1

s

t

保
障
ビ
を
破
壤
す
る
事
に

f

る
。

f

上

一. 

S
 

J、
.タ
ャ
の
運
動
は
貧
プ
多
數
の
利
益
の
爲
め
に
す
る
最
大
多
數
の
自
覺
せ
る

“

取
で
あ
る
。
現
在
社
會
の
最
下

f

る

r

レ
タ
ミ
は

S

上
層
の
全
部
墓

中
，
i

、
 

裂
せ
し
む
る
に
與
ず
ん
は
決
し

v

f

 

5

事
能

S

る
も
の
で
あ
る

。
. 

r

•

市
民

f

級
の
存
在
及
び
支
配
の
最
肝
要
な
る
條
件
は
資
本
の
形
成
ビ
增
殖
ど
で
あ
る

。

f
f 

一

,

^

^

^

_
の
|

| #
|

|

働
で
あ

"
。
而
し
て
賃
銀
勞

f

も
の
は
全
然
勞

« |

，
 

U
ネ
r

u

n

す
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
市
民
階
級
が
不
知
不
誠
し
て

S

せ
る

n

f

發
達
は
孤
立
せ
る
勞
働

f

し

i

命
的
圓
結
を
形
く
る

^

C.

れ
は

^
 

m
 

H

 

S

發

達

L

民
還
の
生

.
s

 

£

 

f

 

s

 

1

5

し
む
る

I

^
s
^
'
^
i
B
l
i
i
i
i
i
i
i
l
i
p
l
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
^
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
l
l
i
l
i
p
I
l

• 

« 

# 

■

で
あ
る

V
J

云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
市
民
階
級
が
作
り
‘出
す
所
の
も
の
は
第
一
に
己
れ 

自
ち
の
蔻
穴
を
堀
る
潘
で
あ
る
。
市
民
階
級
の
壤
倒
ビ
勞
働
者
の
勝
利
と
は
共
に
事
物
の
避 

け
，難
き
數
で
あ
る
。

」

2

ハ
產
黨
宣
言

」

ぬ
定
英
譯
セ

I

十
六
頁

)

八

.

讀
遨
，を
し
て

#

働
遨
綱
領

.>
;」

比
帙
す
る
こ
ビ
を
得

.せ
し
め
ん
爲
め
に
以
上
稍

i
詳
か
に

「
共 

座
黨
宣
替

」

の
枧
槪
を
述
ベ
た
。

「

勞
働
者
綱
領

」

に

於
て
守
れ
る
ラ

ツ
サ

ル
の

M
a
r
x
i
s
t

 

V
J

し
て
の 

立
場
は
今
や
怀
人
の
目

に
も
明
か
で
あ
ら
ぅ
。
固
ょ
ぅ
マ
ル
ク
ス
と
ラ
ツ
サ
ル
と
の
間
，に
相 

逯
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
其
最
も
重
要
の
點
は
支
配
者
階
級
險
替
の
必
然
性
を
說
明
す 

3

上
に
於
て
，

ラ
ツ
サ
〃

が
精
確
ぐ
し
詳
密

ビ
を
缺
い

て
居
る
事
で
あ

る
。

何
故
に

封
建

■
度
は 

第
三
階
級
に
依

.て
«

へ
3

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
か
。
又
何
故
に
第
三
階
級
は
第

四
階 

級
に
依
て
倒
さ
る
可
き
約
束
を
持
て
居
る

か
、
彼
は
旣
に

「

人
は
決
し
て
革
命
を
作
る
こ

V
J

能
は 

す
、人
は
た
、、旣

に

a

會

0
內
部

ド
始
ま

.れ
る
革
命
に

.外
部
的
承
輝
を

»

へ
得
る
の
み
：
：

」

と 

.

.

.
云
び
、苹
命
の
必
然
を
承
認
し
て
居
る
。
"併
し
乍
ら
其
何
故
に
然
る
か
の
說
明
は
不
充

.分

ビ
云 

は
'な
け
れ
ば

.な
4

な

ぃ

?

あ
ハ
る
。

嚴
密
に
云
へ
ば

‘斯
の
如
く
批
評
の
餘
地
は
あ
る
。
併
乍

■
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)

牆
說
フ
ェ
ル
デ
ナ
ン
ド
サ
ル
と
獨
逸
勞
働
^

m
八

鹈

七

ニ

ら
之
が
爲
め
暴
働

S

領」

が「

共
産

m
宣
言」

の
立
場
に
立
つ

優

秀

な

る

■社
#
主

S
 
»

で 

あ
.，る

と

云

ふ

：
事
*

は
.決

：
し

て

傷.け
ら
れ
な
い
の
.、であ

.る
。
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
ィ
ン
が
之

I

し 

5

離
1

ら
れ

S

時
I

情
ど
に
逾
應
せ
る

「

共
產
黨
宣

.言」

の，改
作

f

 ch
r
e
i
b
g
g

な
."ビ
 

云
ふ
も
決
し

 ̂

.
其
.價
値

^

減

ず

I

以
に
非
？

云

.
0 
^
の

羞

集

産

九

A 

8

 く
當
を 

招
て

f

 

o
ェ
ン

.ゲA

ス
は
前
記

「

宣
言

」

序
文
の
中
に

'於
て
、ラ
ッ
ナ
ぐ
は
個
人
と
し
て
®
、

こ 

對

.
す

る

時

は

マ

ル

ノ

ノ

ス

の

弟

子

た

る

，
こ

y

し
を
承
認
し
て

「

宣
言」

を
基
礎
と
し
て
立
ち
た
れ
ど
も
、
 

了
ノ
ナ
ニ

.

年
ょ

6

六
四
年
に
及
ぶ
：公
の

.運
動
に
於
，て
は
國
家
信
用
の
補
助
を
受
く
る
生
產

'
* 

合
を
要
求

す
る

こ
ビ
以
上
に
出
で
ざ
り
き

」

と
記
し
て
居
る
。

併
乍
ら
、之
は

「

公
開
答
狀

」(

一
八
六 

三
年)

以
後
の
ラ
ッ
ナ

,

に
就
て
の
み
妥
當
で
あ
る
。

勞
働
首
領
ビ
し
て

.
0
P
.
8
.
を
始
め
る
に 

名
つ
て

勞
®J
者
s

r

Jに
依
て
彼
は
公
に
も
マ
ル
キ
シ
ス
ト
た

るの

立
場
を
表
明
し
て
居
る
の

で
あ
るラ

ッ
サ
ダ
は
雄
辯
家
で
あ
つ
た
。

而
し
て
ォ
ラ
一
一
ユ
ン
ブ
ル
ダ
に
於
け
る
講
演
は
.印
刷
に 

附
せ
ら
れ
た
も
の
：を
讀
ん
で
見
七
も
猶
ほ
甚
龙
魅
カ
あ
る
文
字
に
富
ん
で
居
る
。

左

"1
ば
此 

_
演
は
恐
ら
く
非
常
の
喝
釆
を
以
て
酬

a

ら
.れ
た

I

歡

と

想

像

.す
る
の
は
無
理
の
な
い

I

}

|

!

所
で
あ
る
。

..然
る
に

.事
實

'は
之
に
反
し
て
居

.允
。
恐
ら
く
其
餘
ぅ
に
學
潘
的
に
し
て
聽
衆

 ̂

取
つ
て
は
難

.解
に
乳
ぎ
た
爲
め
で
あ
ら
ぅ
。
講
演
は
所
謂
成
功
せ
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
。

同

時
に
*
場
に
臨
席
し
た
響
罾
官
も
^
講

演
.

に
含
ま
れ
た
思
輝
の
危
險
性
を
覺
る
乙

V
J

な
く
、
 

何
等
の
干
涉
を
之
に
加
へ
な
か
っ
た
の
で

.あ
る
。
然
る

.に
檢
事
局
は
煱
服
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
 

ラ
ッ
サ
火
が
此
講
演
を
印
細
に
附
す
る
や
其
全
部

沒
收

せ
し
む
る
ビ
同
時
に
檢
事

Scheiiing
f
 

學
翁

S

I

S
子)

は「

有
產
階
級
に
對
し
無
，.產潜
階
級
の
僧
惡
と
輕
藤
と
を
煽
動
し
た
る
卜
の
廉 

を
以
て
ラ
ッ
サ
ル
を
起
訴
し
た
。
之
に
對
し
て
伯
林
地
方
裁
判
所
ば

(.一

八
六
三
年
一
月

)

禁
錮 

四
.ヶ
月
の
刑
を
宣
吿
し
た
が

•控
訴
の

.結
果

」

百
タ
ァ
レ
，
の
罰
金
に
輕
減
さ
れ
た

.0(

一
 

八
六 

三
年
十
月
茈
兩
虎
の
公
判
は
充
分
雄
辯
と
討
論
靡
酬
の
抜
倆

■ヾ」

を
發
揮
し
て
縦
横
に
裁
判
長 

S

檢
事

W

を
獅

0
す
る
機

# -:

を
ラ
ッ
サ
ル
に
與
へ
る
と
同
時
に
彼
を
し
て
自
己
辯
誕
の
爲
め 

に

ニ
篇
の
小
册
子
を
著
は
す
こ
と
を
促
が
し
た
。

•

「

科
學
と
勞
働
者
。

伯
林

刑
事
裁
判
所
に
於 

け
る
院
辯

®

演
.說
、」

Die 

Wissenschaft 

un
d 

A
r
b
e
i
t
e
r

及
び

『

間
接

.稅

V
J

勞
働
踏
級
の
地
位
と
。
控 

0

 

に
於
け

る
辯
識
演
說

」

o
i
e indirekte Steuer un

d die I
b
g
e

 der arbeitenden Klassen 
が
そ
れ
で
あ
る
。
 

是
等
は
何
れ
も

「

勞
働
蕃
綱
領

」

の
新
版
ヾ
し
同
じ
く
端

.西

.に

.於
て
上
梓
：せ
ら
れ
，た
の
で
あ
る
。

節
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一
〇
六
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m

フ

ェ
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デ
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F
O

ヲ
少
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ル
ミ
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勞
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メ
L

荤

,j

c
l
v
r

〕

氬
罱
フ

H

ル

デ

ナ

•ラ
ツ
サ
ル
と
蜀
逸
令
働
^

J

{
 Vs

オ
ラ
二
エ
ン
フ
ル
ク
孑
コ
業
組
今
に
於
け
る

»

演
と
其
，れ

(:
、引
き

■

く
If
e

判
寧

^
 

と
並
に

「
I

I

I

世
間
の
、
f

を
引
い
た
。

.

而
し
て
漸
く
ラ
ッ

ダ

て

•近
づ
け
た
の
で
あ

る
。 

f

 

I

.
 

;
:

- 

- 

.

此
間
に
ラ
ッ
サ
ル
は
又
時
の
政
治
問
題
に
關
聯
し
て
憲
法
論
を
も
公
に
し
た
。

元
來
ラ
ッ 

ナ
ル
は
當
時
民
權
の
代

S

た
ぅ
し
進
步
黨
に
接
近
す
る
意
思
を
持
て
居
な
か
つ
た
の
で
太 

'

、、
て

な

い

f)
-
乍
ら
或
：

^

人
'̂感
情
と
主
張
見
解
の
不
一
致
と
は
漸
く
彼
を
進
步
黨
か
ら 

’遠

さ

け

た

而
し
て
彼
れ
が

「
■*
法
論

」

f

 

v
e
r
f
a
s
s
l
v
e
s
e
n

及
び

「

今
や
何
を
か
爲
す
可
き

」
W
a
s

 

■•
■

I

: -
趣

し
て

I

し
た 
一

i

一
 

囘
の
憲
法
論
は
彼
と
進
步
黨
と
の
斷
絕
を
促
進
す
る

I

と
な 

:■
■

;

" ?
ぁ
，

彼
は
解
一

：

の
謂
演

(
1

八
六
ニ
年
四
月

•十
六
日

)

に
於
て
憲
法

g

題
は
權
竟
實 

ブ

為

で

t

°

成
文
憲
法
は
そ
れ
が
現
實
の
權
カ
關
係
の
表
現
た
る
限
办
に
於
て
の
み
眞 

の
い

-3
1

ブ
を
ぁ
て
私
る
今
仅
へ
：は
國
王
貴
族
が
軍
隊
ど
大
砲
と
を
擁
し
て
實
勢
力
を
有
す 

る
P

り
之

£

す
る

_

法
明
文
の
保
障
は
實
際
に
？

何
等
の
保

f

营
も
の
で
な
い

 ̂

么
ふ
意

I

を
述
へ
ブ

r

の
.要
旨
は
田
中
萃

一
郞
敎
授

.の
論
*
國
家
の
生
物
學
的
舰
察

」 

あ

三

田

,

會
s

r
第
十

I

卷
第
四
號
ニ
九
丨
三
六
頁
を
看
る
可
し

」

第
一
一
の

講

演

ょ

f

八
六
三
年
の
始
め
に
於
て
行
は
れ
た
？
此
時
所
謂

「

憲
法

#

圆」

は
險
惡
の
頂
點
に
近
づ
&
ビ
 

ス

マ
,

ク
は
旣
に
下
院

V」

無
視

し
て
無
協
賛
の
豫
算
案
を
實
行
し
始
め
て
居
た
の
で
あ

る
。
 

ラ
：ッ
ダ

A

以
爲
ら
く
政
庇

の
態
度
旣

に
斯
の

如
，
く

な
る
以
上
は

.進
步
黨
の
取
る
可
&
途
は
一 

あ

る

の

み.0
を

れ

は

事

實

を

在
6

の
儘
天
下
に
暴

K

す

る
こ
ビ
で
あ
る
。

今
や
口
舌
を
以
て 

政
府
と

带
ひ
、

正
義
ビ
暴

力
、
立

窜
ビ

違
憲

V」

を
論
ず
る
は
悉

 

y
s 無
用
で
あ
る
。

下
院
は
斯
.の
如 

き
政
府
に
向
つ
て
は

1
切
の
取
引
を
中

±

す
可
き
で
あ
る
。
即
ち
議
會
は
一
切
の
妥
協
を
排 

し

斷

然

.と

し

て

自

ら
一
切
の
議
事
を
停
止
ず
可
き
で
あ
る
。
斯
く
す
れ

.■ば
事
實

L

に
於
け
る 

如
憲
法
の
狀
態
は
始
め

て

表
面
の
上
に
暴
露

^

れ
る
。
是
れ
最
も
政
府
を
屈
せ
し
む
る
の

方 

法
で
あ
る

C 

.蓋
し
政
府
は
固
ょ
り
憲
法
政
治
の
實
を
欲
し
な
い
け
れ
ど
も
憲
法
政
治
の
美
名 

は
外
交
其
他

^

關
係
上
必
ず
乏
を
保
つ
必
要
を
感
じ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
扇

ッ
サ
‘ル
の
此 

謂
演
で
進
步
黨
は

喜

ば
な
か
つ

た
。

黨
の
機
關
紙
は
筆
を
揃
へ
て
彼
を
攻
擊
し
た
。

ラ
ッ
サ 

ル
は
暴
力
を

以
て
權
利
正

^

の
上
に
置
く
と
云

■ふ
の
で
あ
る
。

S

K
於
て
彼
れ
は

「

權
カ

と

•£ 

_」

。M
a
c
h
t

 

I
 Re

c
h
t
e

と
題
す
る
公
開
狀
を
發
表
し
、遂
に
進
步
黨
に
向
て
斷
絕
を
宣
吿
し 

た
の
で
あ
る
。

其
中
.に

日
ぐ
、今
日
ブ

ロ
ィ
セ
ン
に
於
て
は
何
人
も
權
利

(

正
■
を

云
々
す
る
の

免i 

i

l(

一. 

0山\三)

論

說

フ

エ

^
デ
ナ
ゾ
ド
*ラ
タ
サ
^
と
獨
逸
勞
働
^

第
八
^

ヒ
五
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.
,
,

鄉
版
ゴ
千
^

川̂

贝
ク
^

ス
製
金
字
入
正

0
金

四
-!

圆

V 

故

：
行
、
所
‘ 

¥

贫
=
?
本
械
區
坂
木
町
.

，東

京

興

飨

所
> 

-

致

卿

，
饵
，-
來
東
、大
阪
、策
都
、福
^ '

仙
塵
'
、
丸

眷

祝

式

食

社

第十
.

1

饴

2

〇六四

)

論

說

7

H少デナ

.ゾ
K
Sヲ少ザ

>v
と
獨
逸
勞
働
巷
.

第
八
虢

 

ヒ六

權
济

.^
し
。

51
の
能
く
之
を

^

す
は
古
き
眞
實
の
段
主
黨
あ
，る
の
み
。
逝
步
鐵
は
正

«

を
ロ 

に
す
る
の
權
利
な
し
、何
と
な
れ
ば
彼
は

明
々
白
々

な
る
正
_

の
蹂
酬
を
承
認
.せ

る
を
以
て
な 

り
。
.民
主
黨
に
於
て
の
み

凡

べ

て
は

JE
し

ぐ
运
主
黨
に
の
み
實
カ
は

.存
す
可
し
。

云
冷
。

斯
の
如
く

ラ

ッ
サ
,

は
一
方
'に
於

t

勞
働
者

綱
領

」

に
於
て
立
場
を
明
に
す
る
と
间
時
に
他 

方
に
於
て
其
進
步
黧
ヾ

」
事
を
共
に
す
可
き
途
は
塞
が
れ
て
仕
舞
つ
た
の
で
あ
る
。
今
や
彼
れ 

の
進
む
可
き
道
と
し
て
殘
る
所
は
た

c

1

つ
あ
る
の
み
。
 

hciectere 

si 

n
e
q
u
e
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s
u
p
e
r
s
'
A
c
h
e
r
o
n
t
a

 

m
o
v
e
'
D
P

(

天
上
の
刺
々

?:
動
.か
す
と
能
は
ず
ん
ば
退
い
て
地
底
の
諸
魔
を
起
た
し
め
ん

)

ラ
ッ
ナ
ル
が

#

て
其
著

「

伊
太
利
戰
领

^

表
紙
に
引
用
せ
る

V
i
r
g
i
l

の
詩
は
今
や
彼
れ
自
ら 

の
生
涯
を
歌
ふ
も
の
た
ら
ん
と

.す
る
の
で
あ
：る。

(

未
完

)


